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論 文 内 容 要 旨
異な る遺伝 子 型の 品種 を 種 々の環 境 の とこ ろに育 て た 場合,そ れ らは必 ず し も同 じ ような
反 応 を示 す とは か ぎ らない。 特 に年 次 に よる気 候 の変 動 に よ って ひ き起 こされ る収:量変動 は
食 糧 の安 定 供 給 を妨 げ てい る。 育種 の 立場 か らみ れ ば,そ の よ うな環 境の 変化 に耐 え,安 定
し て 多収 を示 す 品種 を育成 す るこ とが大 切 で あ る。 本 研 究は トウ モ ロ コシInbred16系
統,Hybrld14系 統 を カナ ダの オ ンタ リオ州の6環 境(1972年,1973年 の両 年
各3試 験 地)で 栽 培 し,収 量 水準 や収 量安 定 性 と関 連植 物特 性 との 間の相 互 関係 を明 らか に し,
安 定 多収 を示 すInbredお よびHybridを 選 抜 す る ため の 指標 を得 よ う と した もので あ
る。 ま た,Hybridの 収 量 水準 や収 量安 定性 とHybrid系 統 の両 親 で あ るInbred系
統 の収 量 水準,収 量 安 定性 澄 よび 関連 植 物 特 性 との 聞 の 関係 を検 討 し,収 量 水 準 や収 量安 定
性 の 高いHybrid系 統 を作成 し よ う とす る と きのInbredの 交配 親 選抜 の た め の指標 に
っ い ての 知 見 を も得 よ う と した。
収量 安 定 性 の 評価 の仕 方 につ い て は最 近 い ろ いろ と報 告 さ れ てい る。そ の 中で 安定 性 の 指
標 とし て最 もpopu量arに な つてい るの は,FinlayandWUkinsonな ど力叢採
用 した もの で ある。 彼 らは各 試験 場 所 ・年 次 に 澄け る全 供 試 系統 の平 均収 量 をそ れ ぞれ の試
験 場 所 ・年 次 の 冒環 境 生産 力"と し,こ のそ れ ぞれ の 環境 にお け る全供 試 系統 の平 均収:量と
そ れぞ れ の環 境 に 澄 け る各 供試 系統 の収 量 との 問の 回帰 係数(以 下 略 して 「回帰 係 数")を
個 々の 系統 につ い て求 め,そ れ を各 系統 の収量 安 定 性 の 指標 と した 。Eberhartand
RusselIは そ の他 に 回帰 直線 か らの プレ(残 差)も 無 視 で きな い として,こ れ も安定 性
の 指標 とす る こ とを提 案 した。本 研究 で は 安定 性の パ ラ メー ター と して,以 上 の 四回帰 係 数" ,
回 帰 直 線 か らの フレの 他 に 同 じ試験 区 内で の個体 間 変 異,同 じ環境(場 所 ・年 次)に 論け る
反 復 試 験区 間 変 異(略 して反 復 間変 異),環 境 間変 異 を も加 え て,こ れ らの相 互 関 係に つ い
て も検 討 を加 え た 。 この場 合,FlnlayandWilkinsonはll回 帰係 数llが 小 で あ
る ほ ど安 定性 は 高 い と評価 し,EberhartandRusseHは 安 定 性 の 高 い 系 統 は
"回 帰 係 数 「1が1の もの で あ る と したが
,本 研 究 ではFinlayandWilkinsonと
同 じ く 僅回帰 係 数 αが小 さい 系統 ほ ど安 定 性 は 高い と し,ま た,回 帰 直 線 か らの プレ凄 よ び
環 境 間変 異 の小 さい 系統 ほ ど安定 性 は 高 い と した。
AInbred澄 よびHybridに 齢 け る形質 相 関
1.粒 収 量
Hyb,、dの 平均 粒 収 量 とrl回 帰 係 数 ・(+α8*7*,*)な らびに蹴 間 変 異(+・,8*6*,*)
との 間 には 非常 に高い 正 の相 関関係 が 見 い 出 され,Hybridの 平 均 粒収 量 と収 量 安 定 性 と
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の 間 には負 の 関係 が存 在 し てい る こ とが 認め られ た。 この ことは 多収 で安 定 性の 高 いFIh-
ybridの 育成 は あ ま り容 易 で ない こ とを示 してい る。 この よ うに 粒収 量:と収 量安 定 性 との
間 に 負の 相 関が 存 在す る場 合 どの よ うな系 統 を栽培 す べ き かは地 域 に よ ってか な り異な って く
るもの と思 われ る。 気候 変化 の激 しい と ころで は,で き る だ け安 定 性 の 高い もの が望 まれ るが
収量 の こ と も考 え な けれ ばな らな いの で どの よ うに両者 に重 み づけ す るか が 難 しい 問題 で あろ
う。Inbredの 場 合 は 平 均 粒収 量 と収 量安 定 性(腎 回 帰 係 数 「と環 境 間 変異 か らみた)と
の 間係 が あま う密 で なか つた 。 この こ とはInbredで は 多 収 な もの が 必ず し も安定 性 に 欠 け
る もの とは な らな い こ とを示 して 澄 り,多 収 性 で選 ばれ たlnbredの 系統 が環 境 をか え て も
比較 的 高い 粒収 量 を維 持 す る可能 性 を示 してい る。
粒 収 量 の"回 帰 係数1の 組 み合 わせ 能 力 は第1図 か らわか る よ うに一 般 組 み合 せ能 力 の 高 い
Inbred系 統 と特 殊 組合 み合 せ 能 力の 高 いInbred系 統 の 両 方が 認 め られ た。
2.穂 軸重 と粒穂 率
平 均粒 収 量 と平 均粒 穂 率 との 関 係はInbredに 詮い て 明瞭 で あ った(1%レ ベ ルで有 意)
が,Hybrldで は 有意 な 関係 は認 め られ なか つた 。そ の理 由の1つ としてInbredの 供 試
系統 の平 均 粒穂 率 のrangeが 大 きか つた の に対 し,Hybridで は 小 さか つた こ とが考 え ら
れ た。収 量安 定性(凹 回 帰係 数 にか らみ た)と 粒 穂率 安 定性(同)と の 関係 はInbred,
Hybridと も有 意 であ つた が,Hybridで よ り高い 傾 向 に あ つた。 また,Inbredの 場
合は粒 穂率安 定 性の 収 量安 定 性 に対 す る作 用 は ゆ るやか で あ った のに 対 し,Hybridの 場 合
は非 常に ドラス テ ィッ クで あ つた(図2)。
3.粒 の 大 き さ と粒数
第1章 に 詮い て,Hybridの 場合,粒 収 量 の 個体 間変 異 と環 境間変 異の発 現機 構 の違 い
が 示 唆 され た。本 章 に おい て,粒 収量 の 個体 間変 異 は主 と して粒 の大 き さの変動 に よつてもた
らされ,環 境間変 異 は主 と して粒 数 の変 動 に よ つて もた らされ てい る こ とが認 め られ 粒 収 量
の 両変 異 の発 現機 構 の違い の一 端 が認 め られ た。
粒 数の 場合,個 体 に よる変 動 の 増大は 粒収 量 の環 境 に よる変 動の増 大 と結 びっ き,粒 の大 き
さの 個体 に よる変 動 の増 大 は粒 収量 の 環 境 に よる蒙 動 の減 少 と結 びつ い てい る(図3)こ とが
認 め られ た。粒 の大 き さの場 合 は,個 体 に よる変 動が 粒収 量 の 環 境 に よる変 動 に対 し1種 の緩
衝 作 用 を呈 してい た もの と推 察 され る、
Inbred,Hybridと も粒 数の 多 い系 統 ほ ど粒 の大 きさの 個体 に よる変 動 が小 さい こ と
一84一
が 認 め られ た。 採 種上,Fl種 子の 均一 性 も重 要 な問 題 で ある こ.とか ら,こ の結 果 はInbrid
に おい て特 に意 義 が ある と思わ れ る。
4,草 高 ・穂 高 と茎 周
Inbred,Hybridと も3草 形 質の 中 では茎 周 が 最 も強 ぐ粒 収 量 と関 係 してい た。 両 者
******の 関係 は
,Hybrid(+0.694)よ りInbred(+0.780)で よ り強 か った が,平 均
粒 収 量 の平 均 茎 周 に対 す る回帰 の 傾む きはHybridで 非 常 に 高 く,Inbredの2倍 近 くの
値 を 示 してい る。 この こ とは粒 収量 増 大 に対 す る茎 周 増 大 の効 果 が,Inbredよ りHybrid
の 方が,は る か に大 きい こ とを示 してい る。
Inbred,Hybridと も草 高 の安 定性(環 境 間変 異 か ら見 た)と 収 量 安 定 性(同)と の
間 に は負 の 関係 が あり,収 量安 定性 は 草 高 の可変 性(plastl頃ty)に 依存 していたことが
C
認 め られ た。
5.粒 深 ・穂 長 ・穂径 と穂 軸 径
平 均穂 径 と平均 粒 収量 との 間 に はInbred,Hybridと も高 い 有 意 な正 の 関係 が認 め ら
れ た 。 ここで穂 径 は 穂軸 径 と粒 深 か ら構成 され てい る ので あ るが,平 均 粒収 量 と平均 穂 軸径 と
の 関 係 はInbred,Hybridと も弱か った 。そ れ に対 し,平 均粒 収:量と平均 粒深 との 関係
はInbred,Hybridと も非 常 に強 い もので あ つた。 この こ とは 次 の こ とを示 唆 してい る
と思 わ れ る。 すな わ ち,平 均粒 収 量 を 高 め る方 法 として,穂 径 を大 き くす るこ とは有 効 で ある
こ とが 認 め られ たが,穂 軸 径 を大 き く して穂 径 を大 き くす る こ とは粒収 量増 大 には あま り効果
が な く,粒 収 量 と結 びつ け るの に は粒 深 を大 き くして穂 径 を大 き くしな けれ ば な らない 。
6,開 花 日数 ・絹 糸抽 出 日数 と草 重
粒 収量 の個体 間変 異 と平均 開花 日数,平 均 絹 糸 抽 出 日数 との 関 係はInbredとHybrid
で 全 く逆 で あ った。Inbredで は 開花 日数 絹 糸抽 出 日数 の長 い ものほ ど粒収 量 の 個体 間変
異 が 大 き く,Hybridで は 開花 日数 絹 糸抽 出 日数 の 長 い もの ほ ど粒 収:量の 個体 間変 異 が小
さい 傾 向 が あ つた。 この こ とはInbred系 統 の 開花 や絹 糸抽 出がHybridの それ ら よ り も
遅 か つた こ とに よる もので は ない か と推 察 され た。 草重 の 個体 に よる変動 の増大 はIndred,
Hybridの 場合 と も粒収 量 の個 体 に よる変 動増 大 を もた らしてい た。
本研究にむける結果より多収を示す系統の特性を推察すれば次のようである。Hybridの
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場 合,粒 数 と開 花 日数 は個 体に よ つて変 動 し易 く,粒 穂 率 が環 境 に よ つて変 動 し易い の に対
し,穂 軸 径 は逆 に 個体 に よ つて変 動 し難 い 傾 向が ある。Inbredの 場合 は,穂 高 と開 花 日
数 が 個体 に よ って変 動 し易い の に対 し,粒 の大 き さは 逆に 個 体 に よ って変動 し難 い。 ま た穂
径 の環 境間 の変 動 は小 さい 傾向 が あ る(表1,2)。
次に収:量安 定 性 を示 す 系統 の特 性 を推 察 す れ ば次 の よ うで ある。Hybridの 場 合,粒 数
が 個 体に よ って一 定 し てい るの に 対 し,粒 の 大 きさは 個体 に よ ってバ ラつ い てい る傾向 が あ
る。 また 粒穂 率 と粒 数 は で き るだ げ環 境間 で安 定 してい る が,草 高 は,逆 に環 境 に よ く反応
してい る 。Inbredの 場 合,粒 数 穂 長は 個体 に よ つて一 定 し,さ らに穂長 は 環 境に よ つ
て も一 定 してい るが,草 高 は環 境 差に よ く反応 す る傾 向が あ る。(表1,2)。
BHybr藍dの 特 性 とそ れ らの 親のInbredの 特 性 との 関 係
Hybridの 平 均粒収 量 の増 大 を もた らす ようなInbred系 統 の 形態 は草形 質 か らみ れ
ば,草 高は特 に問題 で は な く,茎 が太 くて 草重 の大 の もの で あ った。い わ ば,が つち 参 した
形 態 とい え よ う。そ し て穂 が上部 につ い てい る よ うな もの で あ った 。穂 形質 か らみ れ ば 穂
は太 い 方 が 望ま しいが,粒 深が 特 に 関 一与す る こ とは なか つた。 粒の 大 きさは 大 き い ほ どHy-
bridの 粒 収 量増 大 には有 利で あ つ左。早 晩 性 に 関 して は,Inbredの 晩 生 系統 ほ どH-

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































審 査 結 果 の 要 旨
本論文は トウモ ロコシの収量安定性(異 なる環境に対する)と 多収性(平 均収量水準)と につき,
カナダのオンタリオ州で圃場試験 して,検 討したものであるが,{1〕安定性についての各種パラメータ















性,多 収性,関 連植物特性につき,近 交系と一代雑種とを対比 させる見方および親子関係 として見る
立場で総合的に検討して新知見を加えたものであり,学 術上また実際育種上価値ある知見を含み,農
学博士の学位に値するものと認めた。
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